
（別紙４）

クリーンねっと若狭
公表日 令和 7 年 3 月 11 日

利用児童数 令和 6 年 12 月現在　17 名 回収数 15 名

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 13 2

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 12 2 1 ・人員不足と感じる。

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い
ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

13 1 1
・中の様子を見ていないのでわからな
い。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

ー ー ー ー ー

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援
が受けられていると思いますか。 

ー ー ー ー ー

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と
合っていると思いますか 。

ー ー ー ー ー

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて
いると思いますか。

14 1
・子どものいたずらにも都度対応しても
らいありがたい。

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支
援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適
切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います
か。

ー ー ー ー ー

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 ー ー ー ー ー

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。

15

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会
がありますか。

4 10 1 ・交流があるか分からない。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい
て丁寧な説明がありましたか。

14 1

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま
したか。

ー ー ー ー ー

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています
か。

ー ー ー ー ー

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができていると思いますか。

14 1
・連絡帳や帰りの引き渡しで丁寧に分か
りやすく子どもの様子を伝えてもらい助
かっている。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 14 1
・効果的な対応方法等の情報をくれるの
で、家でも実践している。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 ー ー ー ー ー保
護
者

利用開始時以外にも必要に応じて説明し
ている。
支援プログラムについては今後説明を深
めていく。

計画書をもとに説明させていただき、サ
インをいただいているので、継続してい
く。

家族のプラスになるような情報提供等は
積極的に行っていきたい。

連絡帳の記載に加えて口頭での説明が必
要な場合については今後もきめ細かく
行っていく。

定期的な面談で家庭の様子等を共有して
おり、継続していきたい。

職員全員が本人の気持ちに寄り添って支
援できるように、情報と共に意識も共有
していきたい。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

すきっぷへのお迎えや面談の時に中の様
子を見ていただけるようにしたい。

人員体制の不足は各保護者にもお伝えし
ており、今後も拡充を目指していく。

中を見られていない方には、面談等の機
会を利用して見ていただけるようにした
い。

建物自体が古いため、少しでも清潔に感
じる空間として見ていただけるように、
必要な部分は整備していく。

本人の特性に対する支援についてはミー
ティング等で話し合っており、適切に
フィードバックしていきたい。

支援プログラムについては今後面談や通
知等で周知していく。

児童本人の声と保護者のニーズを定期的
に聞き取り、今後も反映していきたい。

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

面談によってお聞きしたニーズをもと
に、できる限り適切かつ具体的な支援計
画を作成していけるように今後も努めて
いきたい。

日々の支援状況を連絡帳等でお伝えして
いるので、計画書に沿ったフィードバッ
クを心がけたい。

職員体制による制限はあるが工夫して活
動を拡げていきたい。

地域の状況を踏まえ、機会を持っていき
たい。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流
の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ
い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら
れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

4 10 1

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。

14 1

・集金を振込みにしてほしい。
・平日17:00以降の預かりができるよ
うにしてほしい。
、休日はせめて17:00まで預かり時間
を延ばしてほしいと要望しているがなか
なか可能にならない。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。

15

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ
れていますか。

8 5 2 ・わからない。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 15

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

11 3 1 ・わからない。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が行われていますか。

11 4

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

ー ー ー ー ー

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事
故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

ー ー ー ー ー

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 ー ー ー ー ー

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 15

・すきっぷも職員の皆様も好きなよう
で、友達や職員の名前、今日したことを
楽しそうに教えてくれる。
・毎回とても楽しみにしている。

29 事業所の支援に満足していますか。 14 1

・楽しく安心して過ごせるよう支援・配
慮していただきありがたい。
・職員にはいつもお世話になっている。
・人員が早く確保されると良い。

外部機関への情報提供の際は保護者確認
を徹底しているので、継続していく。

マニュアル関係の整備は進めているの
で、今後は周知する機会を持っていきた
い。

年間計画を作成の上、定期的な訓練実施
を進めていく。

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度

工夫だけでは補えない部分もあるため、
よりニーズをかなえていけるように人員
体制の整備から進めていきたい。

迅速な連絡対応を徹底しており、保護者
の立場に立った対応を心がけていく。

ひとりひとりの特性に合わせて、安心感
を感じられる環境を整えていきたい。

今後も楽しんでいただけるように、工夫
して活動を企画していけるようにしてい
きたい。

今年度、こどもの安全を確保するための
年間計画を作成しているため、順次面談
等の機会を利用して周知していく。

者
へ
の
説
明
等

保護者会は体制や規模の関係で組織して
いない。家族団体等との情報交換等も積
極的に続けていきたい。

それぞれに合わせた方法で意思疎通や情
報のやり取りができるように配慮してい
る。今後も気軽に相談できる環境づくり
に配慮していきたい。

・ホームページで情報を公開しているこ
とはお伝えしているが、しっかり周知し
ていけるようにしていきたい。

苦情対応は丁寧かつ迅速に行うように心
がけている。
ご要望については、すべてご希望通りに
対応できるのが一番ですが、人員体制的
なことや制度的な問題で解決が難しい部
分もあるため、まずは人員体制の整備を
目標にして、ご要望に応えていけるよう
に改善していきたい。


